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一 般 質 問一 般 質 問

問　

養
蚕
業
は
和
銅
年
間
か
ら
始
ま
っ

た
伝
統
産
業
で
あ
り
、
明
治
時
代
以
降

は
、
基
幹
産
業
と
し
て
こ
の
秩
父
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
し
か
し
、

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
生
糸
の
需
要

減
、
価
格
の
低
迷
に
加
え
、
輸
入
品
の

増
加
、
さ
ら
に
後
継
者
不
足
で
、
全
国

的
に
急
速
に
養
蚕
農
家
が
減
少
し
て
い

る
。
秩
父
地
域
の
現
状
を
伺
う
と
と
も

に
、
秩
父
銘
仙
の
基
と
な
る
養
蚕
業
を

行
政
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
支
援

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答　

秩
父
郡
市
の
養
蚕
農
家
は
、
昨
年

の
時
点
で
16
戸
・
繭
の
生
産
量
は
５
，

３
８
５
㎏
で
あ
っ
た
。
参
考
ま
で
に
過

去
の
実
績
の
ピ
ー
ク
は
、
昭
和
43
年
、

農
家
数
５
，
３
７
０
戸
、
年
間
１
，
５

１
２
ト
ン
を
生
産
し
た
記
録
が
残
っ
て

お
り
、
繁
栄
し
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

　

現
在
、
養
蚕
農
家
の
従
事
者
の
ほ
と

ん
ど
の
方
が
70
歳
か
ら
80
歳
代
で
あ
り
、

生
産
量
も
わ
ず
か
な
量
で
、
当
市
の
養

蚕
業
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。

　

一
方
、
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

や
Ｊ
Ａ
秩
父
が
中
心
と
な
り
、
繭
に
淡

い
黄
緑
色
の
つ
い
た
「
い
ろ
ど
り
」
を

開
発
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
育
成

し
た
。
全
体
出
荷
量
の
２
割
に
な
っ
て

お
り
、
保
湿
性
や
抗
菌
性
に
優
れ
て
い

て
、
石
鹸
や
化
粧
品
な
ど
の
商
品
開
発

に
研
究
さ
れ
て
お
り
、
将
来
の
需
要
に

期
待
を
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
伝
統

文
化
の
継
承
を
す
る
意
味
で
、
県
農
林

振
興
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
ち
ち
ぶ
等
関
係

機
関
と
連
携
し
、
歴
史
あ
る
秩
父
養
蚕

を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

◎
久
那
橋
下
流
か
ら
柳
大
橋
ま
で
の
荒

川
河
川
敷
に
親
水
公
園
を
作
る

◎
日
野
田
地
区
と
横
瀬
宇
根
間
の
道
路

新
設

食事中の蚕

市政への質問 　一般質問は、市政に関わる市の考えを聞いたり、議員が政策を提案したりするものです。
　各議員の質問項目は下記のとおりです（質問順に掲載）。

① 江田　治雄　（市民クラブ） ⑥ 斎藤　捷栄　（日本共産党秩父市議団） ⑩ 金田　安生　（彩政会）
1 養蚕業の現状と今後の支援 1 水道メーター機検針業務 1 秩父の動脈・鉄道と道路網
2 久那橋下流から柳大橋間に親水公園を 2 水道施設の耐震化（施設更新） 2 特別職の報酬
3 日野田地内と横瀬宇根地区の連絡道開設 ⑦ 新井　康一　（日本共産党秩父市議団） ⑪ 福井　貴代　（公明党）
4 久喜市長の 2期目に向けた決意 1 市役所本庁舎建設 1 胃がん予防
② 上林　富夫　（新風） 2 国民健康保険の広域化 2 まちなかイルミネーション
1 市政の現状および今後 3 吉田の学童保育と保育所の施設 3 投票しやすい環境の整備
2 随意契約 4 吉田布里山産廃処分場計画その後 ⑫ 大久保　進　（公明党）
3 西武線廃止問題 ⑧ 金崎　昌之 1 フォレストベンチ工法
4 子宮頸がんワクチン接種 1 小中学校普通教室へのエアコン設置 2 秩父産木材補助金
③ 竹内　勝利　（市民クラブ） 2 旧県立東高校の体育施設等の有効活用 3 チャレンジデーの広報
1 秩父市の文化財 3 正規・非正規市職員の雇用実態と課題 ⑬ 荒船　功　（市民クラブ）
2 ミューズパーク新施設 ⑨ 髙野　宏　（彩政会） 1 危機管理
④ 出浦　章恵　（日本共産党秩父市議団） 1 秩父市の小中学校での土曜授業導入 2 企業誘致の現状
1 田村の土砂たい積問題 2 児童、生徒の熱中症対策 3 水道事業
2 子ども子育て支援法 3 健康福祉行政 4 介護サービス
3 アスベスト使用建築物等解体工事 4 観光行政
⑤ 山中　進　（日本共産党秩父市議団）
1 エアコン設置
2 改正された介護保険の現状
3 風しん予防接種

　※市議会ホームページのインターネット中継で、一般質問のようすをご覧いただけます。

お
蚕か

い
こ

様
を
守
れ

市
民
ク
ラ
ブ　

市
民
ク
ラ
ブ　

江江え
だ
え
だ田田　　

治治は
る
お

は
る
お雄雄



平成25（2013）年８月10日（9） 秩父市議会だより

一 般 質 問一 般 質 問

●
秩
父
市
の
文
化
財

問　

組
織
に
つ
い
て
。

答　

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
「
秩
父

市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会
条
例
」
を

定
め
、
17
人
の
文
化
財
保
護
審
議
委
員

を
教
育
委
員
会
か
ら
委
託
し
て
い
る
。

問　

認
定
に
つ
い
て
。

答　

教
育
委
員
会
が
、
文
化
財
保
護
審

議
委
員
会
へ
調
査
を
依
頼
し
、
文
化
財

と
し
て
保
護
保
存
す
べ
き
か
の
結
果
を

答
申
す
る
。
そ
れ
を
元
に
教
育
委
員
会

が
審
議
し
、
決
定
す
る
。

問　

吉
田
の
万
葉
歌
碑
移
設
に
つ
い
て
。

答　

吉
田
の
万
葉
歌
碑
は
秩
父
の
古
代

史
を
知
る
上
で
も
、
文
学
を
研
究
す
る

上
で
も
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
だ

が
、
風
化
に
よ
り
痛
み
が
激
し
く
な
っ

た
た
め
、
平
成
７
年
に
吉
田
町
合
併
40

周
年
記
念
事
業
で
新
た
に
建
立
し
た
も

の
。
こ
の
経
緯
を
踏
ま
え
地
元
の
方
々

の
意
向
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

●
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
新
施
設
に

つ
い
て

問　

小
動
物
園
、
小
水
族
館
的
な
も
の

等
、
簡
単
な
方
法
で
集
客
が
で
き
る
施

設
等
を
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
に
集
中
化
す

る
な
ど
幅
広
い
年
代
で
楽
し
め
る
よ
う

な
本
来
の
公
園
の
機
能
を
強
化
し
て
欲

し
い
。

答　

今
後
の
財
政
負
担
を
軽
減
さ
せ
る

た
め
に
、
市
の
関
与
に
つ
い
て
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
様
の
利
用
も
多
く
維
持
し
て

い
く
。
そ
の
他
の
施
設
は
管
理
や
経
営

等
に
税
金
を
使
わ
な
い
方
針
と
す
る
。

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
は
市
民
の
か
け
が
え

の
無
い
公
園
で
あ
り
観
光
拠
点
施
設
で

も
あ
る
。
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
民
間
事

業
者
の
力
を
借
り
て
、
解
決
策
を
検
討

し
て
い
く
。

●
市
立
病
院
に
産
婦
人
科
開
設

に
つ
い
て

問　

最
近
の
市
長
発
言
や
市
長
選
時
の

話
具
合
な
ど
か
ら
多
く
の
市
民
が
い
つ

市
立
病
院
に
産
婦
人
科
が
開
設
さ
れ
る

の
か
、
と
質
問
を
受
け
る
。
支
持
し
た

一
因
と
話
す
、
多
数
の
市
民
か
ら
の
要

請
に
よ
り
開
設
時
期
、
費
用
な
ど
を
含

め
計
画
内
容
を
具
体
的
に
お
聞
き
す
る
。

答　

昨
年
３
月
か
ら
産
科
医
師
の
募
集

を
始
め
、
大
学
病
院
等
に
も
協
力
を
依

頼
し
て
い
る
が
医
師
確
保
に
は
い
た
っ

て
い
な
い
。
産
科
開
設
の
人
員
確
保
、

設
備
費
用
等
お
よ
び
現
時
点
で
は
医
師

が
確
定
し
な
い
こ
と
や
、
地
域
産
科
医

院
と
の
調
整
も
し
て
い
な
い
た
め
行
程

表
な
ど
も
で
き
て
い
な
い
。

問　

市
立
病
院
産
科
開
設
問
題
に
お
け

る
再
質
問
で
答
弁
を
聞
い
て
い
る
と
何

も
し
て
い
な
い
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
市

長
は
希
望
的
発
言
を
し
て
い
る
だ
け
か
。

答　

何
も
し
て
い
な
い
訳
で
は
な
く
、

結
果
は
ダ
メ
だ
っ
た
が
医
師
３
人
や
医

師
会
な
ど
に
お
願
い
し
た
り
し
て
い
る
。

●
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て

問　

最
近
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
関
係
す

る
と
思
わ
れ
る
副
作
用
重じ

ゅ
う
と
く篤

患
者
報

道
や
「
全
国
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
被

害
者
連
絡
会
」
へ
の
重
篤
被
害
報
告
が

全
国
か
ら
次
々
寄
せ
ら
れ
る
現
状
か
ら
、

被
害
者
発
生
時
の
補
償
等
の
対
処
な
ど

に
つ
い
て
副
作
用
を
心
配
す
る
多
く
の

方
か
ら
質
問
要
請
に
よ
り
質
問
す
る
。

答　

被
害
者
の
補
償
等
は
今
年
度
か
ら

定
期
接
種
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
国

の
救
済
制
度
を
適
用
。
Ａ
類
疾
病
に
よ

り
接
種
業
務
と
な
っ
た
が
副
作
用
も
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
接
種
が
強
制
で

は
な
く
本
人
の
判
断
で
拒
否
で
き
る
説

明
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
る
。

◎
西
武
線
廃
止
問
題
に
つ
い
て

市
政
の
現
状
と
今
後

新
風　
新
風　

上上か
み
ば
や
し

か
み
ば
や
し林林　　

富富と
み
お

と
み
お夫夫

万葉歌碑２代目

市立病院診療科

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
の
活
用

市
民
ク
ラ
ブ　

市
民
ク
ラ
ブ　

竹竹た
け
う
ち

た
け
う
ち内内　　

勝勝か
つ
と
し

か
つ
と
し利利
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一 般 質 問一 般 質 問

問　

新
日
本
緑
化
建
設
㈱
に
よ
る
た
い

積
計
画
に
つ
い
て
、
昨
年
12
月
28
日
田

村
町
会
長
か
ら
市
長
に
対
し
て
、
近
隣

住
民
を
は
じ
め
と
す
る
蒔
田
川
周
辺
住

民
の
絶
対
反
対
の
意
思
を
示
す
嘆
願
書

が
提
出
さ
れ
た
。
本
年
２
月
12
日
秩
父

市
は
不
適
当
と
決
定
。
３
月
５
日
業
者

は
取
下
げ
た
が
、
今
度
は
子
会
社
の
新

日
本
企
画
㈲
名
で
再
度
動
き
は
じ
め
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
㈱
田
嶋
産
業

の
県
条
例
違
反
と
な
っ
て
い
る
超
過
た

い
積
も
未
だ
に
改
善
が
さ
れ
ず
に
い
る

の
に
、
ま
た
、
今
回
の
分
筆
の
動
き
で

近
隣
住
民
は
さ
ら
な
る
不
安
を
抱
え
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
業
者
に
よ
り
４
月

24
日
分
筆
が
行
わ
れ
た
。
近
隣
地
権
者

の
同
意
が
な
い
の
に
自
分
の
土
地
を
分

筆
す
れ
ば
何
で
も
で
き
る
の
か
。
市
の

考
え
方
と
今
後
の
対
応
は
。　

答　

４
月
、
事
業
者
か
ら
不
適
当
部
分

の
是
正
で
、
再
び
事
前
協
議
書
提
出
の

話
が
あ
っ
た
。
市
で
は
引
き
続
き
計
画

予
定
地
の
現
況
や
土
地
の
登
記
関
係
等

に
つ
い
て
注
視
を
し
て
き
た
。
地
元
町

会
か
ら
も
情
報
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
。

隣
接
地
と
の
関
係
は
一
般
論
と
し
て
、

事
前
協
議
書
に
は
、
近
隣
土
地
所
有
者

の
同
意
書
の
添
付
を
求
め
て
い
る
。
事

業
予
定
地
の
隣
接
地
が
他
の
所
有
者
で

あ
る
場
合
そ
の
同
意
書
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
そ
の
部
分
を
分
筆
す
る
に
も
隣

接
土
地
所
有
者
の
境
界
確
認
が
必
要
で

一
方
的
に
分
筆
す
る
こ
と
は
で
き
ず
隣

接
土
地
所
有
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、

同
意
書
の
添
付
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ

る
。
市
と
し
て
は
地
元
住
民
皆
さ
ん
の

数
々
の
不
安
要
素
は
十
分
に
理
解
で
き

る
。
今
後
提
出
さ
れ
た
場
合
、
条
例
等

に
基
づ
き
厳
格
に
審
査
し
判
断
を
行
う
。

●
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

問　

公
立
の
小
中
学
校
へ
の
暑
さ
対
策

と
し
て
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
求
め
る
声

が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
秩
父
地
方
の

昨
年
の
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
平
均
気

温
は
１
９
６
０
年
代
に
比
べ
る
と
３
度

も
上
昇
し
て
い
る
。
耐
震
化
事
業
の
工

事
差
金
や
３
年
間
で
不
用
額
（
節
約
し

た
予
算
）
が
２
億
８
千
５
百
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域
元
気
交

付
金
は
８
割
交
付
措
置
さ
れ
有
利
な
財

源
だ
。
有
利
な
交
付
金
が
公
共
事
業
や

教
育
施
設
に
使
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

設
置
が
可
能
で
は
な
い
か
。
室
外
機
を

設
置
す
れ
ば
市
内
業
者
の
仕
事
に
も
な

る
。

答　

エ
ア
コ
ン
は
配
管
・
配
線
な
ど
問

題
多
い
。
業
務
用
エ
ア
コ
ン
と
比
較
し

た
場
合
コ
ス
ト
高
に
な
る
。
耐
震
化
事

業
が
終
わ
り
次
第
設
置
し
た
い
。

●
改
定
さ
れ
た
介
護
保
険
の
現

状
は

問　

あ
る
事
業
所
は
、
お
年
寄
り
が
、

戦
中
・
戦
後
、
社
会
の
大
き
な
変
動
の

中
で
苦
労
さ
れ
て
き
た
。「
な
じ
み
の

処
、
住
み
慣
れ
た
所
で
な
じ
み
の
人
達

と
暮
ら
し
続
け
た
い
」
そ
の
思
い
に
応

え
る
た
め
に
始
め
た
事
業
だ
。
サ
ー
ビ

ス
が
実
り
あ
る
時
間
、
家
族
の
皆
さ
ん

に
精
一
杯
応
え
た
い
。
し
か
し
、
長
時

間
利
用
の
場
合
、
疲
れ
や
、
帰
宅
後
、

家
事
が
で
き
な
く
な
り
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ

ン
や
コ
ン
ビ
ニ
の
食
事
に
頼
っ
て
い
る
。

ま
た
地
域
に
よ
っ
て
は
買
い
物
な
ど
訪

問
介
護
に
も
影
響
が
出
て
い
る
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
も
考
え
ざ
る
を
え
な
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。

答　

訪
問
介
護
は
提
供
時
間
が
短
縮
さ

れ
買
い
物
等
、
サ
ー
ビ
ス
必
要
時
間
に

応
じ
て
介
護
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
し
て

い
た
だ
き
、
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

◎
風
し
ん
の
助
成
に
つ
い
て

田
村
の
土
砂
た
い
積
問
題
に

つ
い
て

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

出出い
で
う
ら

い
で
う
ら浦浦　　

章章あ
き
え

あ
き
え恵恵不適切とされた時に取り外すはずの看板は

覆いをして立てたまま

お
年
寄
り
と
子
ど
も
を
守
る

市
政
に

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

山山や
ま
な
か

や
ま
な
か中中　

　
　
　

進進
す
す
む

す
す
む

高齢者の集い
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一 般 質 問一 般 質 問

●
水
道
検
針
業
務
に
つ
い
て

問　

４
月
・
５
月
の
水
道
料
検
針
に
つ

い
て
、「
従
来
に
比
べ
使
用
量
が
増
え
、

高
い
料
金
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
原
因

と
対
策
は
。

答　

今
年
度
検
針
業
者
が
変
っ
た
こ
と

に
よ
り
検
針
日
に
ず
れ
が
生
じ
、
使
用

日
数
・
使
用
量
が
多
い
家
庭
が
発
生
し

た
。
特
例
対
策
と
し
て
次
回
検
針
結
果

を
基
に
、
必
要
に
応
じ
減
額
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

業
者
指
名
、
入
札
状
況
、
契
約
に

関
し
て
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

答　

指
名
に
関
し
て
は
、
６
つ
の
審
査

条
件
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と
、
入
札
、

契
約
に
関
し
て
も
秩
父
市
の
通
常
契
約

ま
で
の
過
程
を
経
て
お
り
問
題
な
い
。

問　

今
後
の
問
題
と
し
て
、
水
道
事
業

給
水
条
例
、
業
務
委
託
仕
様
書
、
業
務

委
託
契
約
書
に
基
づ
い
た
、
適
正
な
業

務
遂
行
の
た
め
の
指
導
、
毎
月
の
検
針

業
務
終
了
後
の
意
見
交
換
会
議
の
定
例

化
、
委
託
業
者
と
業
務
課
と
の
間
を
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
日
常
業
務
状
況

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
な
ど
の

改
善
が
望
ま
れ
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

答　

３
件
の
指
摘
に
対
し
て
は
、
今
後

可
能
な
限
り
前
向
き
に
改
善
し
た
い
。

●
水
道
施
設
の
耐
震
化
（
施
設

更
新
）
に
つ
い
て

問　

水
道
耐
震
化
計
画
は
、
全
体
計
画
、

Ａ
・
Ｂ
ル
ー
ト
と
い
う
重
点
計
画
が
組

ま
れ
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答　

２
つ
の
ル
ー
ト
は
地
震
災
害
に
備

え
て
、
老
朽
管
に
代
え
て
耐
震
型
の
基

幹
管
路
を
整
備
す
る
も
の
で
、
地
域
防

災
計
画
を
基
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。

問　

吉
田
の
学
童
保
育
室
は
小
学
校
の

多
目
的
ホ
ー
ル
を
間
借
り
し
て
お
り
、

学
童
保
育
が
始
ま
る
と
多
目
的
ホ
ー
ル

と
し
て
は
使
用
で
き
な
い
。
他
の
学
校

で
も
空
き
教
室
な
ど
を
利
用
し
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
学
童
保
育
専
用
の
部
屋

が
あ
る
。
し
か
し
、
吉
田
で
は
多
目
的

ホ
ー
ル
は
小
学
校
で
も
使
い
、
学
校
も

学
童
保
育
室
も
お
互
い
に
遠
慮
し
な
が

ら
使
っ
て
い
て
不
自
由
を
し
て
い
る
。

打
開
策
は
、
学
童
保
育
専
用
の
施
設
を

つ
く
る
以
外
に
は
無
い
と
思
う
。

　

ま
た
、
吉
田
保
育
所
は
昭
和
28
年
の

建
物
を
再
改
築
し
た
も
の
で
老
朽
化
が

進
み
早
急
に
建
て
替
え
が
必
要
だ
。

　

以
上
の
点
か
ら
両
施
設
を
総
合
的
に

配
置
を
考
え
て
建
替
え
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。

答　

学
童
保
育
に
つ
い
て
は
多
少
の
不

便
は
か
け
て
い
る
。
吉
田
保
育
所
は
市

職
員
に
よ
る
作
業
部
会
を
立
ち
上
げ
、

今
後
の
あ
り
方
を
協
議
し
て
い
る
。
学

童
保
育
の
併
設
も
交
え
て
検
討
し
た
い
。

●
吉
田
布ふ

り
や
ま

里
山
産
廃
処
分
場
計

画
そ
の
後

問　

株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
吉
田
に
計
画
し
て
い
た
産

業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
建
設
申
請
を

取
り
下
げ
た
。
地
元
か
ら
は
「
ま
た
別

の
業
者
に
転
売
を
さ
れ
た
ら
困
る
」
と

の
声
が
あ
る
。
こ
の
土
地
を
市
で
買
い

取
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
市
で
買
っ

て
、
市
が
管
理
し
て
、
市
の
公
共
事
業

の
建
設
残
土
だ
け
を
埋
め
立
て
る
場
所

と
し
て
使
う
の
で
あ
れ
ば
地
元
と
し
て

も
安
心
で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

地
元
住
民
が
安
心
で
き
る
土
地
利

用
に
つ
い
て
、
提
案
さ
れ
た
公
共
工
事

残
土
の
処
分
場
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

も
関
係
部
局
と
検
討
し
た
い
。

市
民
生
活
の
安
心
・
安
全
を

め
ざ
し
て

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

斎斎さ
い
と
う

さ
い
と
う藤藤　　

捷捷か
つ
し
げ

か
つ
し
げ栄栄

多目的ホールに同居している吉田学童保育室

業務委託契約書と検針業務仕様書

吉
田
の
学
童
保
育
と
保
育
所

の
施
設

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

新新あ
ら
い

あ
ら
い井井　　

康康こ
う
い
ち

こ
う
い
ち一一


